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大学の体育実技の指導に関する研究

運動技能上位者と下位者との授業に対する態度の差異の分析(第 1報〉

神代古典

A Study on the Direction of Physical Education 

Activities for the University. 

-An Analysis on the Difference Between the Attitudes of High Motor回

Ability Students and Low Motor-Ability Students Towards Physical 

Education Activities.一 (Part1) 

Hisanori KAJIRO 

In the Physical Education activities classes， especially in the sports ones， it is showed that 
the high motor-ability students tend to occupy the important part， and low motor-ability students 

are pressed with a nook 

The purpose of this study is to甘Yto make the teaching method in which both high motor. 
ability students and low motor-ability students take more positively part in the Physical 

Education class. 

I.序文

スポーツを教材とした体育の授業の場合，技能の優れ

る者が活動場面の中心を占め，技能の劣る者は周辺に追

いやられるということは，我々が日常しばしば自にする

ところであり，また我々自身の授業においても，このよ

うな傾向が多分に存在していることは否定できない。

しかし，このような傾向の授業では，技能の劣る者は，

活動場面の周辺に追いやられることによって，技能を向

上させるチャンスを奪い去られるだけでなく，劣等感や

体育嫌いの感情を生みやすいし，一方，技能の優れる者

は，大いに活動して技能を伸ばしているように見えなが

ら，実はそれは個人的なレベノレでの技能で、あり，さまざ

まな技能の持ち主を有機的に組織してその中で自己の技

能を生かすというチームプレイを展開させる技能を伸ば

してはいないのではないかと考えられる。

つまり，このような傾向の体育の授業では，技能の劣

る者だけでなく，技能の優れる者も生かされていないの

だといえる。

我々は，研究者であると共に実践者として，みずから

の授業を技能の優れる者も劣る者も共に生かす授業にし

たし、と考え，試行錯誤の実践をしてきた。本報告は，そ

の実践結果の第一報である。

ll.研究の目的

スポーツを教材とした体育の授業の場合，技能の優れ

る者が活動場面の中心を占め，技能の劣る者は周辺に追

いやられる傾向がある。本研究では技能の優れる者も劣

る者も共に生かす「よい授業Jを形成する要因を見い出

そうとしたものである。

III.研究の方法

教材はバスケットボーノレ，対象は51年度前期N大学 1

年甲学級，男子31名，女子 6名，と51年度後期N大学 1

年乙学級，男子37名，種目は自由選択制なので，これら

の学生はいずれもパスケットボールの履修をみす》ミら希

望した学生である。両学級とも 6つの班を編成し，最初

の2週は教師の一斉指導で基礎練習を行い，次の週から

はグループ学習に切り換え， 4対 4の練習試合を各班と

も4回行ったあと，各14分間のリーグ戦を各班とも甲学

級では10試合，乙学級では12試合行った。ゲームに際し

ては特定の者だけが、ンュートするのではなく，全員がシ

ュートできるように， ということを強調し，練習に際し
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ても，そのようなチーム作りに留意することを強調した。

そして，ゲームに際しては，記録，審判の係になった班

の学生に，個人別のシュート数とその成否の回数を記録

させた。

つまりこの授業では，技能の優れる者も劣る者も，み

んなを生かすというねらいがどれほど達成されているか

ということを把握するための指標として，個人別のシュ

ー卜数とその成否の数を記録した。

この様な考え方， Iみんなを生かす」ということと「み

んながシュートを.ノ」ということとは果たして同じであ

るかとしづ疑問が生じることは，当然予想されるところ

である。確かに，自分では殆んどシュートしなくても，

ゲームメーカーあるいはそれに類似した役割をになっ

て，ゲームの中で、不可欠の重要な役割を果たすという場

合もある。しかし，高度に組織化されたノミスケットポー

ノレ部の試合でならいざ知らず，週 I回の体育の授業でそ

のような分業化を望むのはむりなことであるばかりでな

く，そもそもそのように役割を固定した分業化を図るこ

とが妥当であるかどうか甚だ疑問であり，バスケットボ

ーノレの第一の楽しみは，何といってもゴーノレに向ってシ

ュー卜することであると考えれば，体育の授業でみんな

を生かすということは，みんなが役割を交代しあいなが

らみんながシュートするということではないかと，我々

図 1 個人別シュート数の分布(甲学級)

は考えたのである。なお学期の最初と最後に小林篤らの

「態度測定による体育の授業診断法」を用いて調査を行

い，また学期の最後には，これに加えて，若干の諸調査

を行った。

IV.調査の結果

リーグ戦での偲人別シュート数の分布を， リーグ戦の

前半と後半に分けて図示すると図1.図 2のようになる。

もし「みんながシュー卜をグ」という目標が回を追って

達成していったとすれば， このシュート数の分布は，横

に平べったく並ぶはずである。リーグ戦の前半は，まだ，

個人別のシュ ト数にかなりばらつきがあっても，後半

になるとそのばらつきはかなり，小さくなるはずである。

実際に多少なりとも成果が見られるのは，図 Iの甲学級

では， B班， D班 E班の 3つであり，図 2の乙学級で

は D班. E班の 2つである。

ここでパスケットボーノレの技能上位者と下位者の授業

に対する態度の違いを分析するために，シュート数の多

い者を技能上位者，シュート数の少ない者を技能下位者

として学生を 2分し，諸調査の結果をこの両群に分けて

比較することにした。そのため図 3，図 4のようにシュ

ー卜数とシュート成功数の分布図を作り，図 3ではシュ

ート数43回以上を技能上位者，それ以下を技能下位者と

注)女子の班(A班)との試合l乙限り，人数は 4対5とし. A班のコ ノレは 4点，フリースロー 2点とした。
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図 3 シュート数とシュート成功数の分布(甲学級)
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し，図 4ではシュート数38回以上を技能上位者，それ以

下を下位者とした。

甲学級に対する態度測定の結果を技能上位者と，下位

者に分けて集計したものが表 1であり，また，この表に

示した態度スコアを図示したのが図 5である。

この図にみられるように技能上位者の「よろこび」の

スコアは，当初から，もはや限界と思えるほどに高いレ

ベノレであり， したがってこのスコアは. 1学期間の授業

によっても，ほぼ横ばいのまま終わった。しかし技能下

位者のスコアは標準以上の伸びを示して判定はAとなっ

た。また技能上位者，下位者とも「評価」と「価値」の

スコアは1学期間の授業によってそれぞれ標準以上に伸

びて，判定はすべてAとなった。技能の向上という点で

はこの授業には，今後改善，工夫を加えるべきことが多々

あり，実際，図 6の(1)にみられるとおり，学生自身，技

術修得はできなかったと答えた者が技能上位者，下位者

共，それぞれ%ほどいる。しかし，少なくともこの態度
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測定の診断法でみる限り，この授業は，学生を引きつけ，

成功した綬業て、あったと考えることができる。

注目されるのは，学期始め(つまり入学時〕の調査で

は，表 1にみられるとおり 221みんなの活動」のスコア

が技能下位者だけでなく上位者もまた低く，上位者では

さらに231みんなの喜びJ.241利己主義の抑告日」も低く，

そして一方下位者では. 271理論と実践の統一」が低く，

29 1教師の存在価値」への疑問もみられた。これは入学

時の調査であり，高校までの体育授業をふりかえって答

えさせたもので，高校時代までに受けてきた体育授業の

中に. 1部の優れる者が活動場面の中心を占めて，劣る

者は周辺に追いやられていたという傾向が少なくないこ

とを示唆しており，また，その事実を優れる者自身も認

め，劣る者はそのような傾向の中で教師の存在価値に疑

問を感じていたという事実を示しているものと考えるこ

とができる。

しかしこのような傾向は，この大学での最初の体育の

授業の中では，ほとんど完全にぬぐい去られたというこ

とを，学期末の態度測定の結果は示している。そのこと

は，同じく，学期末に行った諸調査の結果からも知るこ

とができる。図 6の(2)1精一杯運動することができたかJ.

(3) 1のびのびと活動することができたかJ.(5) 1授業につ

まらなカミつずここと力1あった泊づ， (6)11アッ、 ワカッタグ」

とか「アア， ソウカグ」と思ったことがあったか」など

の聞に対する回答は，技能上位者，下位者の聞に全くと

いってよいほどの差がみられなかった。ただ 1つ， (4)1授

業中にうれしかったことがあったか」という間に対する

回答だけが対照的であった。

図 5 甲学級の態度スコアの変化
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表 l 態度測定の結果(甲学級)

技能上位者 技 能 下 位 者

( 15名) ( 16名)

項 目 占
診断

項 目 占
診断

謁査人員 (n1 (O-Xl/ n (O-Xl/ n 

学期はじめ 人 学期
竺時コ金 2品1、 E 変

二企士「会

学期 学 変 高変 戸二1「4 

学期末 ノL
L主 期

化①るl土 期 は 期
化②るlま 期

じ じ じ じ
め① 末② め 化 末 め ① 末② め イ七 末

1 こころよい興筈 0.87 0.93 0.06 。7' 。0.69 0.69 0.00 。 。
2 心身の緊張ほくす 0.87 0.80 -0.07 。 。0.81 0.69 0.12 。

よ 3 生活のうるおい 0.93 0.80 0.13 。 。0.50 0.63 0.13 。/ガ 。
4 苦しみより喜び 1. 00 0.87 0.13 。 。0.44 0.69 0.25 7' 。

ろ 5 集団活動の楽しみ 0.93 0.93 0.00 。ノガ 。0.69 。白81 0.12 。J河 。
6 友だちを作る場 0.80 0.67 -0.13 。 。0.31 0.50 0.19 。

E 7 積極的活動意欲 0.67 0.73 0.06 。ノ 。。ι4 0.44 0.00 。 。
8 自主的思考と活動 0.13 0.47 0.34 7' 。0.19 0.44 0.63 × 戸 。

び 9 体育科目の価値 0.87 0.87 0.00 。 。0.44 0.69 0.25 戸 。
10 授業時間数 1.00 0.87 -0.13 。 。0.38 0.25 。司13

態度ス コ ア 8.07 7.93 0.14 A 4 A 4.50 5.81 1.31 B 4 A 

11 キビキビした動き 0.53 0.87 0.34 。ノ 。0.56 0.56 0.00 。 。
12 体力っくり 0.60 0.73 0.13 。 。0.25 0.44 0.19 

百平
13 明朗活発な性格 0.53 0.80 0.27 。7' 。0.44 0.44 0.00 。 。
14 精神力の養成 0.40 0.67 0.27 。ノ1 。-0.06 0.13 0.19 。
15 堂々がんばる習慣 0.13 0.47 0.34 メ 。0.13 0.44 0.31 /ヌ 。
16 協力の習慣 0.47 0.67 0.20 。/万 。0.63 0.69 0.06 。 。
17 基本的国論の学習 0.13 0.33 0.20 J河 。0.25 0.19 -0.06 。

{iffi 
18 深い感動 0.20 0.00 -0.20 。 。0.38 -0.13 0.25 × 

19 授業のまとまり 0.13 0.40 0.27 戸 。。。。 0.31 0.31 ノガ 。
20 授業の印象 0.13 0.47 0.34 /ヌ 。-0.13 0.00 0.13 × 

態度ス コ ア 3.27 5.40 2.13 A 5 A 1.69 3.06 1.37 B 4 A 

21 チームワーク発展 0.40 0.67 0.27 7' 。0.00 0.50 0.50 × 7' 。
22 みんなの活動 0.00 0.47 0.47 × /ヌ 0.13 0.50 0.63 × 7' 。
23 みんなの喜び 0.00 0.47 0.47 × ノ 。0.25 。.75 0.50 ノ 。

価
24 利己主義の抑制 0.27 0.60 0.33 × 戸 0.56 0.88 0.32 7' C 

25 永続的な仲間 0.47 0.67 0.20 。/ヌ 。0.13 0.63 0.50 7' C 

26 主体的人間の育成 0.73 0.93 0.20 。/ヌ 。0.56 0.88 0.32 ノ 。
27 開論と実践の統一 0.07 0.67 0.60 戸 。0.06 0.13 0.19 × 

28 授業のねらい 0.53 0.53 0.00 。 。0.25 0.81 0.56 F C 
値

教師の寄在価値29 0.67 0.67 0.00 。 。0.00 0.69 0.69 >ノ¥ ノガ 。
30 体育科目の必要性 。‘67 0.53 0.14 。 。0.31 0.50 0.19 。
態度ス コ ア 3.80 6.20 2.40 B 5 A 1.88 6.25 4.37 D 5 AI 
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表 2 態度測定の結果(乙学級)

技 能 上 位者 技 能 下 位 者

( 18名) ( 19名)

項 日 占

診 断
1頁 目 占

診 断
調査人員 (n)

(Q-X) / n (Q-X) / n 

学期はじめ 人 言 学 変 子期"""' ー 変 弓円三
学期

ヲ叫乙 万うすんて

事
変 寸み以ー， 

学 期末 人
は 期 化② lま 期 』ま 期 化② lま 1tJl 
じ るじ じ る じ
め① 末① め 化 オミ め ① 末② め 化 末

I こころよい興奮 0.67 0.44 -0.23 。 0.16 0.32 0.16 

2 心身の緊張ほぐす 0.72 0.67 -0.05 。 0.53 0.79 0.26 /' 。
よ 3 生活のうるおい 0.33 0.28 -0.05 0.11 0.37 0.26 × 

4 苦しみより喜び 0.83 0.67 0.16 。 。0.47 0.63 0.16 

ろ 5 集団活動の楽しみ 0.72 0.78 0.06 。ノヌ 。0.58 0.79 0.21 。/ガ 。
6 友だちを作る場 0.33 0.33 0.00 0.26 。‘37 0.11 

こ 7 積陣的活動意欲 0.28 0.33 。司05 。0.26 0.42 0.16 。
8 自主的思考と活動 -0.06 0.28 0.34 。0.05 0.11 0.06 

び 9 体育科目の価値 0.50 0.61 。目11 。ノガ 。0.42 0.53 0.11 。
10 授業時間数 0.72 0.44 -0.28 。¥冶 0.26 0.47 0.21 。
態度スコ ア 5.06 4.83 -0.23 B 3 B 3.11 4.79 1. 68 C 4 BI 

11 キビキヒした動き 0.33 0.28 -0.05 0.32 0.26 -0.06 

12 体力っくり 0.50 0.33 。目17 0.26 0.37 0.11 

言平
13 明朗活発な性格 0.39 0.17 -0.22 。 -0.05 0.32 0.37 × J九 。
14 精神力の養成 0.11 -0.22 -0.33 。¥当 0.00 0.05 0.05 

15 堂々がんばる習慣 0.11 -0.17 -0.28 ¥冶 × 0.16 -0.21 0.05 × × 

16 協力の習慣 0.33 0.28 -0.05 0.26 0.47 0.21 。
17 基本的理論の学習 。。。 0.28 0.28 ¥当 × 0.21 -0.05 0.26 。¥冶

18 深い感動 0.22 0.11 0.33 ノ 0.37 0.11 0.48 × 戸 。
{面

19 授業のまとまり 0.00 0.11 0.11 0.37 0.00 -0.37 。¥道

20 授業の印象 -0.33 0.17 0.16 × × 0.26 0.11 0.15 × X 

態度スコ ア 1.22 0.44 0.78 B 2 C 0.58 1.21 0.63 C 3 B 

21 チームワーク発展 0.28 。司44 0.16 0.26 0.42 0.16 

22 みんなの活動 0.28 0.44 0.16 /' 0.11 0.26 0.15 × 

価
23 みんなの喜び 0.28 0.50 0.22 /ガ 。0.21 0.42 0.21 。
24 利己主義の抑制 0.67 0.39 -0.28 。 × 0.68 0.58 0.10 。
25 永続的な仲間 0.44 0.28 0.16 。 0.53 0.42 -0.11 。 。
26 主体的人間の育成 0.56 0.83 。.27 /' 。0.47 0.89 0.42 × /ガ 。
27 理論と実践の統一 -0.06 0.06 0.12 × 0.05 0.26 。、21

28 授業のねらい 0.28 0.33 0.05 0.32 0.53 0.21 /ヌ 。
値

教師の存在価値29 0.11 0.22 0.11 × 0.11 0.58 0.47 × /ヌ 。
30 体育科目の必要性 0.39 0.44 0.05 0.05 0.21 0.26 × 

態度ス コ ア 3.22 3.94 0.72 C 4 B 2.68 4.58 1.90 C 4 B 
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技能上位者では「うれしかったことがあった」と答え

た者は87%で「シュートが決まった時」と書いている者

が最も多く，次いで「チームが勝った時JIチームがとて

も明かるく伸び伸びとプレイをしていたことJIチームが

まとまっていた」などチーム全体を見渡した記述がみら

れるのに対して，技能下位者では「うれしかったことが

あった」と答えた者は44%にとどまり， Iシュートが決ま

った時JI試合に勝った待Jといずれも技能上位者より少

なく，他には， I汗をかいたことJI誰とでも気軽に話せ

る」など個人的なことがらの記述がみられるだけで，上

記のようなチーム全体を見渡した記述はみられず，技能

の差が，この回答には，はっきりと表われているという

ことができる。

乙学級は，甲学級とはかなり様相を異にしている。す

乙学級に対する諸調査の結果図8
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の方が少なく，その時点ですでに甲学級よりも乙学級の

方により多くの問題が内包されていることがうかがわれ

たのであるが，態度測定及び諸調査の結果から，そのこ

とが具体的に明らかになってきた。まず，表 2及び図 7

の態度測定の結果，これは 1年生後期の授業なので，学

期始めの測定は，前期の授業についてふりかえって答え

させた。その結果は，いずれも技態上位者が技能下位者

より高く，この傾向は，表 1，図 5の甲学級の場合と同

じであるが 1学期間の授業による「よろこびj の態度

スコアの変化の様相も，甲学級と問じである。

ところが「評価jのスコアは，技能上位者は 1学期間

の授業でダウンして技能下位者に追い抜かれ，また「価

値j のスコアも，上昇しているが技能下位者に追い越さ

れている。つまりこの授業では，技能上位者に留意すべ

き問題点があったので、はないかと思われる。

その理由として，図 8の(5)では上位者の50%が授業中

つまらなかったことがあったと回答しており，その内容

をみると，甲学級の方では一つも出ていなかった試合に

負けた時というのが最も多くみられた。それはたぶん甲

学級ではチームプレーに中心がおかれ，劣る者もいかさ

れ，たとえ試合に負けても喜びが生まれたということだ

と考えられる。

しかし，乙学級では勝負に中心がおかれチームプレー

という点に問題点があったのではないかと思われる。こ

れらが，図 1，図 2の違いを生みだした原因で、あろう。

同じ指導をしながら，このような違いが生れた原因は，

指導者，学生側の問題，施設の問題，気候の問題など複

雑にからみあって，これらが，どのように結びあってい

るのかは今回の調査だけでは結論づけることはできな

い。今後，なお，授業の記録をつみかさねることによっ

て，これらの原因を明らかにしていきたいと考えるもの

である。

(受理昭和57年 1月16日〕
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